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（2）第 36号議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE

平成２８年度　～第４次六ヶ所村総合振興計画を核に～
　　　　　　　「暮らしにゆとりと安らぎを担う予算」 

１５９億６４００万円の一般会計予算を可決 !!１５９億６４００万円の一般会計予算を可決 !!

　
平
成
28
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月
29
日
か
ら
３
月
10

日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
29
日
の
本
会
議
初
日
は
、
戸
田
衛
村
長
が
新
年
度
予

算
を
「
暮
ら
し
に
ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
を
担
う
予
算
」
と

位
置
付
け
、
「
財
政
基
盤
の
維
持
と
公
正
で
透
明
性
の

高
い
行
政
運
営
を
基
本
」
と
し
な
が
ら
、
第
４
次
六
ヶ

所
村
総
合
振
興
計
画
を
核
と
し
た
重
点
施
策
に
つ
い
て

表
明
。

　
本
定
例
会
に
は
、
28
年
度
の
８
会
計
の
当
初
予
算
を

は
じ
め
、
27
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定

及
び
一
部
改
正
、
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
な

ど
42
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
３
人
の
議
員
が

登
壇
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
や
子
育
て
支
援
事
業
、

中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
な
ど
、
厳
し
く
問
い
た
だ

し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
「
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年

金
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
陳
情
」
「
軽
度
外
傷
性
脳

損
傷
・
脳
し
ん
と
う
の
周
知
と
予
防
、
そ
の
危
険
性
や

予
後
の
相
談
の
出
来
る
窓
口
な
ど
の
設
置
を
求
め
る
陳

情
」
他
２
件
に
つ
い
て
は
、
議
員
に
資
料
配
布
と
い
た

し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.ro
k
k
a
sh
o
.jp
/

）
内
の
「
六
ヶ

所
村
議
会
」
「
会
議
録
閲
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3月定例会のあらまし

前年度比１１．５％増

平成28年3月定例会平成28年3月定例会



（3）第 36号 議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE

平成２８年度　～第４次六ヶ所村総合振興計画を核に～
　　　　　　　「暮らしにゆとりと安らぎを担う予算」 

１５９億６４００万円の一般会計予算を可決 !!１５９億６４００万円の一般会計予算を可決 !!
各会計総額は約２０９億６０００万円

　
予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
４
つ

の
特
別
会
計
な
ら
び
に
３
つ
公
営
企
業
会
計
合
わ
せ
て

２
０
９
億
６
０
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
21

億
５
７
０
０
万
円
、
11
・
5
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
総
額
１
５
９
億
６
４
０
０
万
円
で
、

前
年
度
に
比
し
、
22
億
３
５
０
０
万
円
、
16
・
３
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
全
体
の
約
50
％
を
占
め
る
村
税

で
、
総
額
は
79
億
２
０
０
０
万
円
。
そ
の
主
な
も
の
は
、

固
定
資
産
税
の
69
億
８
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
に
は
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
整
備
事
業
や
防
災
行

政
用
無
線
施
設
更
新
事
業
、
千
歳
平
こ
ど
も
園
整
備
事

業
な
ど
を
予
算
化
。

　
ま
た
、
農
家
の
担
い
手
対
策
と
し
て
、
村
に
移
住
し

営
農
を
目
指
す
人
を
支
援
す
る
農
家
支
援
員
設
置
事
業

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業
、
新
規
就
農
者
の
定

着
を
図
る
就
農
者
支
援
事
業
な
ど
を
予
算
化
。

　
教
育
分
野
で
は
、
小
中
学
校
検
定
受
験
費
補
助
を
新
規

事
業
と
し
て
予
算
化
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
学
力
向
上
実

践
モ
デ
ル
校
推
進
事
業
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
村
の
27
年
度
末
の
財
政
状
況
は
、
積
立
金
が

約
92
億
円
、
一
般
会
計
の
歳
入
の
不
足
を
補
う
た
め
の

借
入
金
が
58
億
円
、
特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
を

加
え
た
借
入
金
は
約
１
３
０
億
円
で
、
こ
こ
数
年
は
年

間
約
10
億
円
台
の
償
還
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
初
予
算
の
内
容

会　　計　　名

一　　　般　　　会　　　計

合　　　　　計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（事業勘定）

（千歳平施設勘定）

（保険事業勘定）

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

比　　　較28年度当初予算 27年度当初予算

159億6,400万円

12億7,498万8千円

6,352万2千円

1億202万3千円

10億3,130万4千円

6億1,875万2千円

1億5,729万6千円

17億4,725万8千円

209億5,914万3千円

137億2,900万円

12億6,858万2千円

6,314万7千円

9,865万5千円

10億2,738万円

6億4,416万1千円

1億5,075万4千円

18億1,965万5千円

188億133万4千円

22億3,500万円

640万6千円

37万5千円

336万8千円

392万4千円

△ 2,540万9千円

654万2千円

△ 7,239万7千円

21億5,780万9千円

平成28年度各会計当初予算の状況

平成28年3月定例会平成28年3月定例会



クローズアップクローズアップ

（4）第 36号議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE

重点施策7項目の予算に注目！
　　　　「公正で透明性の高い行政運営を基本とする」

①千歳平地区ゲートボール場移転事業（26,000 千円）

　※老朽化に伴うゲートボール場の移転改築を行い、高齢者の

健康増進に寄与するもの。

②がん検診助成事業（3,700 千円）

　※がん検診の受診促進を図るため、費用の全額又は一部を助

成し、村民の健康増進に寄与するもの。

③健康受診告知用看板製作事業（13,000 千円）

　※受診率向上のため、啓発用看板を設置し、村民の検診率向

上に寄与するもの。

④屋内温水プール整備事業（1,599,530 千円）

　※屋内温水プールの 29年度の開設を目指すため、建築工事

と備品購入を行うもの。

３．「共に健康でいきいきした暮らしを創る」

NEW!

NEW!

NEW!

①指定管理業務委託事 業（361,427 千円）

　※公の施設の管理 ・運営に民間事業者が持つ経営ノウ

ハウを有効活用し、経 費縮減と住民サービスの向上に寄与

するもの。

②文書管理業務委託（ 13,997 千円）

　※文書保管、登録整 備作業等、庁内の総合的な書類の管

理に資するもの。

③財務書類作成システ ム導入委託（11,453 千円）

　※統一的な基準に基 づく財務書類の作成に資するもの。

７．「官民協働で 持続可能な経営を支える」

①家庭ごみ収集運搬業務委託（62,167 千円）

　※村内のごみ収集運搬委託費

②北部上北広域事務組合負担金（136,860千円）

　※ごみ焼却場の分担金

③村民有林野造林補助金（10,000 千円）

　※優良木材と健全な森林維持の造成を図る

ため、民有林野造林間伐事業を行ったものに

対し、経費を助成するもの。

５．「大切な自然をまもり・育て・伝える」

NEW!

①家庭ごみ収集運搬業務委託（62,167 千円）

　※村内のごみ収集運搬委託費

②北部上北広域事務組合負担金（136,860千円）

　※ごみ焼却場の分担金

③村民有林野造林補助金（10,000 千円）

ため、民有林野造林間伐事業を行ったものに

５．自然環境の力

収入の内訳

支出の内訳

村税
50％

7,924 百万円

国庫支出金
22％
3,518
　　百万円

諸収入
1％

173 百万円
その他
4％

642 百万円
繰入金
11％

1,827 百万円

県支出金
12％

1,880 百万円

歳入合計
159億6400万円

歳出合計
159億6400万円

総務費
18％

2,829 百万円
民生費
14％

2,191百万円

衛生費  7％ 
1,080 百万円

農林水産業費  5％  
790 百万円

土木費  12％ 
 1,845百万円

公債費  4％
639 百万円

諸支出金  13％
2,103 百万円

その他 3％ 549百万円

消防費 4％
686 百万円

教育費
20％

3,252百万円

村の全般的な事務
などに使うお金

お年寄りや乳
幼児などの福
祉に使うお金

各種検診、予防接種、
ゴミ処理などに使う
お金

農業・漁業・畜産業の振興
対策などに使うお金

道路や村営住宅の維持管理、
建設などに使うお金

消防活動・防災活動
などに使うお金      

小中学校の管理、
社会教育、スポーツ
振興などに使うお金

借り入れた
お金の返済
に使うお金

特別会計、公営企業に
支出するお金

内　訳
議会費　163 百万円
労働費　000 百万円
商工費　356 百万円
予備費　030 百万円



クローズアップクローズアップ

（5）第 36号 議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE

１．経済の力１．経済の力１．経済の力１．経済の力

２．人材の力

１．経済の力１．経済の力１．経済の力１．経済の力１．経済の力１．経済の力

３．安心の力

６．生活環境の力生活環境の力
７．協働の力

７つ
の力を高める
ために

重点施策7項目の予算に注目！
　　　　「公正で透明性の高い行政運営を基本とする」

①内子内農山村広場改修事業（49,800 千円）

　※経年劣化による損傷部の改修工事を行い、施設利用

者の安全を確保するもの。

②地域おこし協力隊等各種支援事業（7,692 千円）

　※離農や高齢化による担い手確保、新規就農者の確保

に支援を行うもの。

③県特別保証融資制度保証料補助金（5,356 千円）

　※県の特別保証融資制度利用者に信用保証料を補助

するもの。

１．「個性豊かで多様な産業を育てる」

NEW!

NEW!

NEW!

①（仮称）千歳平こども園整備事業（163,132 千円）

　※保育所型こども園を整備し、園児の保育環境、地域住民

の生活環境に寄与する。今年度は建築工事と備品購入を実

施し、29年度の開設を目指す。

②屋内運動場天井落下防止対策事業（163,132 千円）

　※新耐震基準に不適合であった、村内各小中学校の体育

館天井等の落下防止改修工事を行い、安全を確保するもの。

③小中学校検定受験費補助事業（2,166 千円）

　※学習意欲の向上と保護者の負担軽減を図るため、各種

検定の費用を予算の範囲内で補助するもの。

④婚活支援事業（1,000 千円）

　※村内の既婚率を引き上げ、出生率の増加を図るため、街

コンを開催するもの。

２．「未来を支える人と文化を育てる」

NEW!

NEW!

NEW!

①防砂ガイドブック作成事業（3,211 千円）

　※一般災害、石油コンビナート災害、原子力災害に備え

た、行動ガイドブックを作成し全戸配布を行い、住民の緊

急時対応に寄与するもの。

②防災行政用無線施設更新整備事業（393,841 千円）

　※施設の老朽化に伴い、今年度も引き続き更新を実施

するもの。

③県単急傾斜地対策事業負担金（9,600 千円）

　※県が行う急傾斜地対策事業の負担金で、今年度は尾

駮、泊７号区域において事業を実施する。

４．「あらゆる災害に対応して安全を守る」

①（仮称）尾駮地区コミュニティーセンター整備事業（6,400 千円）

　※改修計画が必要な尾駮地区の集会施設を避難所に適した場所へ移転する

とともに、地域の交流活動の場を提供するもの。今年度は基本設計を行う。

②馬門川観光公園改修事業（44,227 千円）

　※経年劣化により、公園施設の使用に支障をきたすことから、改修工事を行

い、利用者に快適な施設を提供する。

③（仮称）尾駮レイクサイドパーク整備事業（231,579 千円）

　※尾駮沼北側周辺の護岸環境整備を行うもので、28年度は主要園路工、公

園工を実施。31年度の開設を目指す。

④泊六角線他３路線村道改良整備事業（37,157 千円）

　※村道の老朽化により、生活道路の利用に支障をきたすことから、今年度４

路線の実施設計を新規に行うもの。

６．「便利で快適な暮らしの場を創る」

NEW!

NEW!

①指定管理業務委託事 業（361,427 千円）

　※公の施設の管理 ・運営に民間事業者が持つ経営ノウ

ハウを有効活用し、経 費縮減と住民サービスの向上に寄与

するもの。

②文書管理業務委託（ 13,997 千円）

　※文書保管、登録整 備作業等、庁内の総合的な書類の管

理に資するもの。

③財務書類作成システ ム導入委託（11,453 千円）

　※統一的な基準に基 づく財務書類の作成に資するもの。

７．「官民協働で 持続可能な経営を支える」

の力を
ために

※一般災害、石油コンビナート災害、原子力災害に備え

た、行動ガイドブックを作成し全戸配布を行い、住民の緊

※施設の老朽化に伴い、今年度も引き続き更新を実施

４．安全の力

高める
ために
を
ために ５．自然環境の力



（6）第 36号議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE

一  般  質  問一  般  質  問

村
が
先
に
行
動
す
べ
き
課

題
で
あ
る
と
考
え
る
が
次

の
点
を
伺
い
た
い
。

■
転
勤
・
赴
任
者
及
び
そ

の
家
族
の
人
口
を
控
除
し

た
場
合
の
高
齢
化
率
と
集

落
ご
と
の
高
齢
化
率
は
？

■
当
村
の
介
護
老
人
福
祉

施
設
と
介
護
老
人
保
健
施

設
の
現
状
と
今
後
の
あ
り

方
や
展
望
に
つ
い
て
の
考

え
は
？

【
答
】
尾
駮
地
区
は
誘
致

企
業
等
の
社
宅
や
寮
が
あ

る
た
め
高
齢
化
率
が
低
位

で
あ
り
、
出
戸
地
区
は
、

老
人
福
祉
施
設
が
あ
る
た

め
高
齢
化
率
が
高
く
、
人

口
構
成
の
う
ち
、
立
地
・

誘
致
企
業
の
社
宅
や
寮
の

人
口
を
除
い
た
高
齢
化
率

は
26
・
８
％
、
村
内
１
０

０
人
以
上
の
人
口
を
有
す

る
地
区
の
高
齢
化
率
を
見

た
場
合
、
出
戸
地
区
が

46
・
８
％
と
最
も
高
く
、

最
も
低
い
地
区
は
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
で
２
・
４
％
、
次

い
で
尾
駮
地
区
の
20
・
０
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
及

び
介
護
老
人
保
健
施
設
の

現
状
と
今
後
は
、
現
在
、

２
．当
村
に
お
け
る
特
養
及

び
老
健
施
設
に
つ
い
て

【
問
】国
内
の
人
口
は
昨
年
の

国
勢
調
査
で
初
め
て
減
少

に
転
じ
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
が
社
会
問
題
と
し
て
迫

り
つ
つ
あ
る
。当
村
の
高
齢

化
率
（
23
・
１
％
）
は
県

（
28
・
７
％
）
に
比
し
て
極

め
て
低
い
が
、
村
内
に
は
誘

致
企
業
関
係
者
が
相
当
数

在
住
し
、
一
定
期
間
で
転
勤

す
る
な
ど
、
デ
ー
タ
上
と
現

実
の
高
齢
化
問
題
に
差
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
、

集
落
ご
と
の
高
齢
化
の
実

態
を
把
握
し
た
医
療
介
護

の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
介
護
老
人
福
祉
施
設

や
介
護
老
人
保
健
施
設
の

現
状
は
、
保
健
財
政
の
逼
迫

を
抱
え
な
が
ら
質
と
費
用

削
減
の
バ
ラ
ン
ス
を
求
め

ら
れ
、
入
退
所
を
繰
り
返
す

な
ど
課
題
が
多
く
、
地
域

ニ
ー
ズ
に
十
分
対
応
で
き

て
い
る
と
は
思
え
な
い
。国

の
施
策
を
待
つ
よ
り
、
ま
ず

品
販
売
施
設
を
活
用
し
、

販
売
促
進
と
Ｐ
Ｒ
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道

は
、
寄
附
者
の
用
途
指
定
の

な
い
場
合
、
第
１
次
産
業
の

振
興
に
欠
か
せ
な
い
担
い
手

の
確
保
や
育
成
、
新
規
就
農

支
援
対
策
な
ど
に
活
用
し
て

ま
い
り
た
い
。

礼
品
に
つ
い
て
、
特
産
品
の

選
定
や
Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど
、
参

考
と
な
る
自
治
体
の
取
り
組

み
状
況
を
調
査
し
、
平
成
28

年
度
か
ら
本
格
的
な
取
り
組

み
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い

道
の
施
策
案
と
し
て
、
第

１
次
産
業
の
振
興
を
図
る

た
め
活
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
考
え
で
す
が
、
村

の
特
産
品
と
し
て
は
、
農

産
物
の
長
い
も
、
ゴ
ボ
ウ

や
農
産
物
加
工
品
の
六

趣

、

越

冬

ニ

ン

ジ

ン

ジ
ュ
ー
ス
等
、
水
産
物
で

は
、
イ
カ
、
サ
ケ
や
水
産

物
加
工
品
の
鮭
と
ば
、
ス

ル
メ
等
の
イ
カ
製
品
、
畜

産
物
で
は
小
川
原
湖
牛
な

ど
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、

６
次
産
業
化
が
推
進
さ
れ

て
い
る
中
、
村
で
は
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
新
商

品
の
開
発
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
意
欲
あ
る
人
た

ち
の
研
修
や
講
習
会
の
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

農
林
水
産
物
の
加
工
場
の

整
備
等
が
必
要
な
場
合
は

そ
の
支
援
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。
同
時
に
特
産

品
を
掘
り
起
こ
し
、
平
成

29
年
度
完
成
予
定
の
特
産

チ
ョ
イ
ス
」
に
よ
る
と
東
北

で
は
山
形
県
の
９
割
強
の
自

治
体
が
返
礼
品
を
提
供
し
施

策
の
展
開
な
ど
積
極
的
で
あ

る
。
残
念
な
こ
と
に
青
森
県

は
約
３
割
強
に
留
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
実
態
か
ら

返
礼
品
を
含
め
使
い
道
の
施

策
を
早
急
に
打
ち
出
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
村
の
新

年
度
予
算
で
は
、
新
規
就
農

者
支
援
や
後
継
者
育
成
な
ど

の
事
業
を
掲
げ
、
第
１
次
産

業
の
振
興
に
尽
力
す
る
姿
勢

を
示
し
た
が
、
販
路
拡
大
、

就
農
意
欲
な
ど
の
向
上
に
は

十
分
と
は
思
え
な
い
。
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
の
寄
付
金
を

募
り
、
施
策
の
拡
充
に
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
、
次
の
点
を
伺
い
た
い
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
、
当
村
の
特
産
品
等

の
提
供
を
検
討
す
る
旨
、
答

弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

具
体
的
取
組
み
は
？

■
使
い
道
の
施
策
案
と
し

て
、
新
た
な
農
産
品
や
加
工

品
、
新
規
就
農
者
、
後
継
者

育
成
な
ど
、
第
１
次
産
業
の

振
興
の
施
策
に
活
用
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
？

【
答
】
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

１.

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ

い
て

【
問
】
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と

【
問
】●
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
と
し
て
、特

産
品
の
そ
の
後
の
具

体
的
取
り
組
み
は
？

●
農
産
品
や
加
工
品

等
、第
一
次
産
業
の
振

興
策
に
向
け
た
使
い

道
は
あ
る
の
か
？

【
答
】●
参
考
と
な
る

自
治
体
を
調
査
し
、28

年
度
か
ら
本
格
的
な

準
備
を
進
め
、今
後
建

設
す
る
特
産
品
販
売

施
設
を
活
用
し
な
が

ら
Ｐ
Ｒ
を
強
化
。

●
新
商
品
開
発
を
目
指

す
人
へ
の
研
修
や
講
習

会
の
場
を
提
供
、加
工

施
設
が
必
要
な
場
合
、

支
援
を
検
討
す
る
。

岡
山
　
勝
廣 

議
員

学
校
は
、
児
童
生
徒
の
能

力
を
伸
ば
し
、
社
会
的
自

立
の
基
礎
や
、
国
家
社
会

の
形
成
者
と
し
て
、
基
本

的
資
質
を
養
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
単
に
教

科
等
の
知
識
や
技
能
の
習

得
を
さ
せ
る
だ
け
で
は
な

く
、
児
童
生
徒
が
集
団
の

中
で
多
様
な
考
え
に
触

れ
、
認
め
合
い
や
協
力
な

ど
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と

に
よ
り
、
思
考
力
や
表
現

力
、
判
断
力
、
問
題
解
決

能
力
な
ど
を
育
む
こ
と
に

な
り
、
社
会
性
や
規
範
意

識
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た

め
に
も
一
定
の
集
団
規
模

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　
4
中
学
校
の
生
徒
数
の
現

状
は
、
泊
中
学
校
1
1
0

名
、
第
一
中
学
校
1
0
3

名
、
第
二
中
学
校
5
0
名
、

千
歳
中
学
校
4
2
名
で
合
計

3
0
5
名
程
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
転
入
転
出
を

見
込
ま
な
い
3
年
後
の
生

徒
数
は
、
今
年
度
よ
り
54

名
程
減
の
約
2
5
1
名

で
、
泊
中
学
校
が
42
名
減

の
約
68
名
で
最
も
生
徒
数

が
減
少
し
、
増
加
す
る
の

は
第
一
中
学
校
で
3
名
増

象
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
新
生
児
家
庭
支
援
事
業

は
平
成
18
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
月
額
５，
０
０

０
円
を
年
間
支
給
す
る
も

の
で
、
毎
年
約
90
人
に
対

し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

子
宝
祝
金
に
つ
い
て
は
平

成
19
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
第
３
子
以
降
の
子

供
１
人
に
つ
き
10
万
円
を

支
給
す
る
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
９
年
間
で
１
２
７

人
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
村
民
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
る
よ
う
な
支
給
額
の

増
額
や
範
囲
拡
大
に
つ
き

ま
し
て
は
、
出
生
率
の
向

上
や
定
住
促
進
を
図
る
観

点
か
ら
非
常
に
大
切
な
こ

と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
村
民
は
も
と
よ

り
、
村
外
の
方
も
「
子
育

て
は
六
ヶ
所
村
で
」
と
思

え
る
よ
う
、
新
生
児
家
庭

支
援
や
子
宝
祝
金
を
は
じ

め
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
係
る
施
策
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

１.

中
学
校
の
統
合
に
つ
い

て【
問
】
義
務
教
育
段
階
の

制
度
は
評
価
し
て
い
る
。

平
成
20
年
か
ら
24
年
ま
で

の
特
殊
出
生
率
が
県
１
位

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

特
定
は
で
き
な
い
が
補
助

制
度
が
一
つ
の
要
因
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
補
助
制
度
も
年
数
が

経
過
し
て
い
る
こ
と
や
村

の
振
興
計
画
を
考
慮
し
た

場
合
、
無
料
化
に
限
ら
ず

支
給
額
の
増
や
範
囲
拡
大

に
つ
い
て
、
見
直
し
を
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た

い
。

【
答
】
少
子
化
対
策
の
た

め
に
子
供
の
健
や
か
な
成

長
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
子
供
を
生
み
育
て
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
村
独
自

に
保
育
料
の
軽
減
や
学
校

給
食
費
の
無
料
化
、
入
学

祝
い
金
の
支
給
等
の
施
策

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
施

策
や
制
度
は
、
社
会
の
変

化
に
対
応
し
つ
つ
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
は
、
乳
幼

児
等
医
療
費
給
付
事
業
及

び
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
給
付
事
業
に
つ
い
て
、

所
得
制
限
を
大
幅
に
緩
和

す
る
見
直
し
を
行
い
、
ほ

と
ん
ど
の
子
供
が
給
付
対

年
々
減
少
し
て
お
り
１
便
当

た
り
２
な
い
し
３
名
程
度
の

利
用
で
あ
り
ま
す
。
村
で
は

交
通
弱
者
支
援
の
観
点
か
ら

事
業
者
の
赤
字
に
対
し
年
間

１，
５
０
０
万
円
程
度
の
補
助

金
を
交
付
し
、
路
線
バ
ス
運

行
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
に

対
し
て
、
買
い
物
支
援
な

ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

や
訪
問
調
査
を
約
２
６
０

世
帯
に
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
10
世
帯
の
方
が
交
通

手
段
に
不
便
を
感
じ
て
い

る
と
回
答
し
て
お
り
、
村

と
し
て
も
、
公
共
交
通
に

対
す
る
補
助
、
土
曜
日
の

ス
ワ
ニ
ー
号
の
運
行
、
高

齢
者
無
料
入
浴
送
迎
バ
ス

の
運
行
、
介
護
保
険
対
象

者
に
対
す
る
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
交
通
手

段
の
確
保
に
つ
い
て
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
高
齢
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

２.

子
育
て
支
援
の
補
助
事

業
に
つ
い
て
　

【
問
】
子
育
て
支
援
策
と

し
て
、
子
宝
祝
金
の
支
給

や
新
生
児
家
庭
支
援
補
助

事
業
な
ど
、
他
の
自
治
体

に
比
し
て
充
実
し
た
補
助

化
時
代
・
高
齢
者
の
実
態

や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
介

護
予
防
や
生
き
が
い
と

い
っ
た
観
点
か
ら
、
施
策

を
積
極
的
に
展
開
す
る
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
に
向
け
、
平
成
28

年
度
か
ら
鋭
意
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

１
．運
転
免
許
証
を
返
納
し

た
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
支

援
に
つ
い
て

【
問
】
高
齢
者
に
よ
る
操

作
ミ
ス
や
病
気
が
起
因
し

交
通
事
故
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
が
全
国
で
多
発
し

て
い
る
。
公
共
交
通
の
充

実
が
乏
し
い
本
村
も
、
移

動
手
段
と
し
て
自
家
用
に

頼
る
の
が
現
実
で
あ
り
、

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転

免
許
証
の
返
納
は
、
勇
気

あ
る
決
断
を
強
い
ら
れ

る
。
免
許
証
を
返
納
し
た

高
齢
者
の
交
通
利
便
性
の

向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、

村
と
し
て
何
ら
か
の
施
策

を
講
ず
る
考
え
は
な
い
か

伺
い
た
い
。

【
答
】
高
齢
者
に
対
す
る
交

通
支
援
は
、
公
共
交
通
と
し

て
下
北
交
通
株
式
会
社
が
２

系
統
、
十
和
田
観
光
電
鉄
株

式
会
社
が
３
系
統
運
行
し
て

い
る
も
の
の
、
利
用
客
数
は

介
護
老
人
福
祉
施
設
が
泊

地
区
に
１
カ
所
、
出
戸
地

区
に
１
カ
所
で
、
在
宅
で

待
機
さ
れ
て
い
る
方
は
２

施
設
で
14
名
で
あ
り
ま

す
。
泊
地
区
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
は
介
護
職
員

の
不
足
か
ら
、
受
け
入
れ

が
限
ら
れ
て
お
り
人
材
が

確
保
さ
れ
る
と
待
機
者
も

多
少
解
消
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
老
人
保
健

施
設
は
尾
駮
地
区
に
１
カ

所
あ
り
、
待
機
者
は
１
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
他
、
泊
地
区
に
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
施

設
（
通
称
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
が
１
カ
所
あ
り
、
待

機
者
が
い
る
も
の
の
、
平

成
28
年
９
月
に
移
設
し
９

床
増
床
す
る
た
め
、
待
機

者
が
解
消
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

　
村
で
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
を
実
施

期
間
と
す
る
高
齢
者
福
祉

計
画
・
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
高

齢
者
が
自
立
・
生
き
が
い

を
持
っ
て
生
活
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
加
速
す
る
高
齢

一
般
質
問
と
は
？
議
員
が
村
の
行
政
全
般
に
わ
た
る
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
、
報
告
や
説
明
を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と
で
、
定
例
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

【
問
】●
転
勤
・
赴
任
者

及
び
そ
の
家
族
の
人
口

を
考
慮
し
た
場
合
の
高

齢
化
率
と
集
落
ご
と
の

高
齢
化
率
は
？

●
介
護
老
人
福
祉
施
設

と
介
護
老
人
保
健
施
設

の
現
状
と
今
後
の
あ
り

方
や
展
望
に
つ
い
て
？

【
答
】●
誘
致
企
業
等
の

社
宅
や
寮
が
あ
る
た
め

尾
駮
地
区
の
高
齢
化
率

は
低
位
。老
人
福
祉
施

設
の
あ
る
出
戸
地
区
は

逆
に
高
い
。

●
自
立
・
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、事
業
を
実
施
し
て

い
る
が
、加
速
す
る
高

齢
化
時
代
や
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、第
７
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定

に
向
け
、平
成
２８
年
度

か
ら
鋭
意
取
り
組
ん
で

い
く
。

の
約
1
0
6
名
と
理
解
し

て
い
る
。

　
7
年
後
を
見
て
も
、
今

年
度
よ
り
39
名
程
減
の
約

2
6
6
名
と
な
り
、
学
校

別
で
は
、
泊
中
学
校
で
約

62
名
、
第
一
中
学
校
約

1
0
8
名
、
第
二
中
学
校

約
47
名
、
千
歳
中
学
校
約

41
名
に
な
る
と
理
解
し
て

い
る
。

　
平
成
27
年
１
月
に
文
部
科

学
省
で
策
定
し
た
「
公
立
小

学
校
・
中
学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
等
に
関
す
る

手
引
き
」
で
は
、
ク
ラ
ス
替

え
が
で
き
な
い
規
模
で
、
か

つ
将
来
的
に
も
生
徒
数
の
増

加
が
見
込
め
な
い
の
が
実
情

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り

の
検
討
・
実
施
が
適
切
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
学
校
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の

多
様
な
機
能
を
留
意
し
、

新
築
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を

最
大
限
生
か
す
方
策
等

を
、
統
合
す
る
場
合
は
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
示
し
、
学
校
教
育

の
直
接
の
受
益
者
で
あ
る
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計
画
・
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
高

齢
者
が
自
立
・
生
き
が
い

を
持
っ
て
生
活
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
加
速
す
る
高
齢

化
時
代
・
高
齢
者
の
実
態

や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
介

護
予
防
や
生
き
が
い
と

い
っ
た
観
点
か
ら
、
施
策

を
積
極
的
に
展
開
す
る
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
に
向
け
、
平
成
28

年
度
か
ら
鋭
意
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

１
．運
転
免
許
証
を
返
納
し

た
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
支

援
に
つ
い
て

【
問
】
高
齢
者
に
よ
る
操

作
ミ
ス
や
病
気
が
起
因
し

交
通
事
故
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
が
全
国
で
多
発
し

て
い
る
。
公
共
交
通
の
充

実
が
乏
し
い
本
村
も
、
移

動
手
段
と
し
て
自
家
用
に

頼
る
の
が
現
実
で
あ
り
、

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転

免
許
証
の
返
納
は
、
勇
気

あ
る
決
断
を
強
い
ら
れ

る
。
免
許
証
を
返
納
し
た

高
齢
者
の
交
通
利
便
性
の

向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、

村
と
し
て
何
ら
か
の
施
策

を
講
ず
る
考
え
は
な
い
か

最
も
低
い
地
区
は
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
で
２
・
４
％
、
次

い
で
尾
駮
地
区
の
20
・
０
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
及

び
介
護
老
人
保
健
施
設
の

現
状
と
今
後
は
、
現
在
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
が
泊

地
区
に
１
カ
所
、
出
戸
地

区
に
１
カ
所
で
、
在
宅
で

待
機
さ
れ
て
い
る
方
は
２

施
設
で
14
名
で
あ
り
ま

す
。
泊
地
区
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
は
介
護
職
員

の
不
足
か
ら
、
受
け
入
れ

が
限
ら
れ
て
お
り
人
材
が

確
保
さ
れ
る
と
待
機
者
も

多
少
解
消
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
老
人
保
健

施
設
は
尾
駮
地
区
に
１
カ

所
あ
り
、
待
機
者
は
１
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
他
、
泊
地
区
に
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
施

設
（
通
称
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
が
１
カ
所
あ
り
、
待

機
者
が
い
る
も
の
の
、
平

成
28
年
９
月
に
移
設
し
９

床
増
床
す
る
た
め
、
待
機

者
が
解
消
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

　
村
で
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
を
実
施

期
間
と
す
る
高
齢
者
福
祉

を
抱
え
な
が
ら
質
と
費
用

削
減
の
バ
ラ
ン
ス
を
求
め

ら
れ
、
入
退
所
を
繰
り
返
す

な
ど
課
題
が
多
く
、
地
域

ニ
ー
ズ
に
十
分
対
応
で
き

て
い
る
と
は
思
え
な
い
。国

の
施
策
を
待
つ
よ
り
、
ま
ず

村
が
先
に
行
動
す
べ
き
課

題
で
あ
る
と
考
え
る
が
次

の
点
を
伺
い
た
い
。

■
転
勤
・
赴
任
者
及
び
そ

の
家
族
の
人
口
を
控
除
し

た
場
合
の
高
齢
化
率
と
集

落
ご
と
の
高
齢
化
率
は
？

■
当
村
の
介
護
老
人
福
祉

施
設
と
介
護
老
人
保
健
施

設
の
現
状
と
今
後
の
あ
り

方
や
展
望
に
つ
い
て
の
考

え
は
？

【
答
】
尾
駮
地
区
は
誘
致

企
業
等
の
社
宅
や
寮
が
あ

る
た
め
高
齢
化
率
が
低
位

で
あ
り
、
出
戸
地
区
は
、

老
人
福
祉
施
設
が
あ
る
た

め
高
齢
化
率
が
高
く
、
人

口
構
成
の
う
ち
、
立
地
・

誘
致
企
業
の
社
宅
や
寮
の

人
口
を
除
い
た
高
齢
化
率

は
26
・
８
％
、
村
内
１
０

０
人
以
上
の
人
口
を
有
す

る
地
区
の
高
齢
化
率
を
見

た
場
合
、
出
戸
地
区
が

46
・
８
％
と
最
も
高
く
、

そ
の
支
援
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。
同
時
に
特
産

品
を
掘
り
起
こ
し
、
平
成

29
年
度
完
成
予
定
の
特
産

品
販
売
施
設
を
活
用
し
、

販
売
促
進
と
Ｐ
Ｒ
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道

は
、
寄
附
者
の
用
途
指
定
の

な
い
場
合
、
第
１
次
産
業
の

振
興
に
欠
か
せ
な
い
担
い
手

の
確
保
や
育
成
、
新
規
就
農

支
援
対
策
な
ど
に
活
用
し
て

ま
い
り
た
い
。

２
．当
村
に
お
け
る
特
養
及

び
老
健
施
設
に
つ
い
て

【
問
】国
内
の
人
口
は
昨
年
の

国
勢
調
査
で
初
め
て
減
少

に
転
じ
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
が
社
会
問
題
と
し
て
迫

り
つ
つ
あ
る
。当
村
の
高
齢

化
率
（
23
・
１
％
）
は
県

（
28
・
７
％
）
に
比
し
て
極

め
て
低
い
が
、
村
内
に
は
誘

致
企
業
関
係
者
が
相
当
数

在
住
し
、
一
定
期
間
で
転
勤

す
る
な
ど
、
デ
ー
タ
上
と
現

実
の
高
齢
化
問
題
に
差
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
、

集
落
ご
と
の
高
齢
化
の
実

態
を
把
握
し
た
医
療
介
護

の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
介
護
老
人
福
祉
施
設

や
介
護
老
人
保
健
施
設
の

現
状
は
、
保
健
財
政
の
逼
迫

振
興
の
施
策
に
活
用
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
？

【
答
】
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
つ
い
て
、
特
産
品
の

選
定
や
Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど
、
参

考
と
な
る
自
治
体
の
取
り
組

み
状
況
を
調
査
し
、
平
成
28

年
度
か
ら
本
格
的
な
取
り
組

み
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い

道
の
施
策
案
と
し
て
、
第

１
次
産
業
の
振
興
を
図
る

た
め
活
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
考
え
で
す
が
、
村

の
特
産
品
と
し
て
は
、
農

産
物
の
長
い
も
、
ゴ
ボ
ウ

や
農
産
物
加
工
品
の
六

趣

、

越

冬

ニ

ン

ジ

ン

ジ
ュ
ー
ス
等
、
水
産
物
で

は
、
イ
カ
、
サ
ケ
や
水
産

物
加
工
品
の
鮭
と
ば
、
ス

ル
メ
等
の
イ
カ
製
品
、
畜

産
物
で
は
小
川
原
湖
牛
な

ど
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、

６
次
産
業
化
が
推
進
さ
れ

て
い
る
中
、
村
で
は
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
新
商

品
の
開
発
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
意
欲
あ
る
人
た

ち
の
研
修
や
講
習
会
の
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

農
林
水
産
物
の
加
工
場
の

整
備
等
が
必
要
な
場
合
は

１.

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ

い
て

【
問
】
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
」
に
よ
る
と
東
北

で
は
山
形
県
の
９
割
強
の
自

治
体
が
返
礼
品
を
提
供
し
施

策
の
展
開
な
ど
積
極
的
で
あ

る
。
残
念
な
こ
と
に
青
森
県

は
約
３
割
強
に
留
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
実
態
か
ら

返
礼
品
を
含
め
使
い
道
の
施

策
を
早
急
に
打
ち
出
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
村
の
新

年
度
予
算
で
は
、
新
規
就
農

者
支
援
や
後
継
者
育
成
な
ど

の
事
業
を
掲
げ
、
第
１
次
産

業
の
振
興
に
尽
力
す
る
姿
勢

を
示
し
た
が
、
販
路
拡
大
、

就
農
意
欲
な
ど
の
向
上
に
は

十
分
と
は
思
え
な
い
。
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
の
寄
付
金
を

募
り
、
施
策
の
拡
充
に
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
、
次
の
点
を
伺
い
た
い
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
、
当
村
の
特
産
品
等

の
提
供
を
検
討
す
る
旨
、
答

弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

具
体
的
取
組
み
は
？

■
使
い
道
の
施
策
案
と
し

て
、
新
た
な
農
産
品
や
加
工

品
、
新
規
就
農
者
、
後
継
者

育
成
な
ど
、
第
１
次
産
業
の

状
は
、
泊
中
学
校
1
1
0

名
、
第
一
中
学
校
1
0
3

名
、
第
二
中
学
校
5
0
名
、

千
歳
中
学
校
4
2
名
で
合
計

3
0
5
名
程
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
転
入
転
出
を

見
込
ま
な
い
3
年
後
の
生

徒
数
は
、
今
年
度
よ
り
54

名
程
減
の
約
2
5
1
名

で
、
泊
中
学
校
が
42
名
減

の
約
68
名
で
最
も
生
徒
数

が
減
少
し
、
増
加
す
る
の

は
第
一
中
学
校
で
3
名
増

の
約
1
0
6
名
と
理
解
し

て
い
る
。

　
7
年
後
を
見
て
も
、
今

年
度
よ
り
39
名
程
減
の
約

2
6
6
名
と
な
り
、
学
校

別
で
は
、
泊
中
学
校
で
約

62
名
、
第
一
中
学
校
約

1
0
8
名
、
第
二
中
学
校

約
47
名
、
千
歳
中
学
校
約

41
名
に
な
る
と
理
解
し
て

い
る
。

　
平
成
27
年
１
月
に
文
部
科

学
省
で
策
定
し
た
「
公
立
小

学
校
・
中
学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
等
に
関
す
る

手
引
き
」
で
は
、
ク
ラ
ス
替

え
が
で
き
な
い
規
模
で
、
か

つ
将
来
的
に
も
生
徒
数
の
増

加
が
見
込
め
な
い
の
が
実
情

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
村
民
は
も
と
よ

り
、
村
外
の
方
も
「
子
育

て
は
六
ヶ
所
村
で
」
と
思

え
る
よ
う
、
新
生
児
家
庭

支
援
や
子
宝
祝
金
を
は
じ

め
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
係
る
施
策
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

１.

中
学
校
の
統
合
に
つ
い

て【
問
】
義
務
教
育
段
階
の

学
校
は
、
児
童
生
徒
の
能

力
を
伸
ば
し
、
社
会
的
自

立
の
基
礎
や
、
国
家
社
会

の
形
成
者
と
し
て
、
基
本

的
資
質
を
養
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
単
に
教

科
等
の
知
識
や
技
能
の
習

得
を
さ
せ
る
だ
け
で
は
な

く
、
児
童
生
徒
が
集
団
の

中
で
多
様
な
考
え
に
触

れ
、
認
め
合
い
や
協
力
な

ど
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と

に
よ
り
、
思
考
力
や
表
現

力
、
判
断
力
、
問
題
解
決

能
力
な
ど
を
育
む
こ
と
に

な
り
、
社
会
性
や
規
範
意

識
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た

め
に
も
一
定
の
集
団
規
模

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　
4
中
学
校
の
生
徒
数
の
現

　
新
生
児
家
庭
支
援
事
業

は
平
成
18
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
月
額
５，
０
０

０
円
を
年
間
支
給
す
る
も

の
で
、
毎
年
約
90
人
に
対

し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

子
宝
祝
金
に
つ
い
て
は
平

成
19
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
第
３
子
以
降
の
子

供
１
人
に
つ
き
10
万
円
を

支
給
す
る
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
９
年
間
で
１
２
７

人
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
村
民
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
る
よ
う
な
支
給
額
の

増
額
や
範
囲
拡
大
に
つ
き

ま
し
て
は
、
出
生
率
の
向

上
や
定
住
促
進
を
図
る
観

点
か
ら
非
常
に
大
切
な
こ

の
特
殊
出
生
率
が
県
１
位

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

特
定
は
で
き
な
い
が
補
助

制
度
が
一
つ
の
要
因
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
補
助
制
度
も
年
数
が

経
過
し
て
い
る
こ
と
や
村

の
振
興
計
画
を
考
慮
し
た

場
合
、
無
料
化
に
限
ら
ず

支
給
額
の
増
や
範
囲
拡
大

に
つ
い
て
、
見
直
し
を
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た

い
。

【
答
】
少
子
化
対
策
の
た

め
に
子
供
の
健
や
か
な
成

長
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
子
供
を
生
み
育
て
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
村
独
自

に
保
育
料
の
軽
減
や
学
校

給
食
費
の
無
料
化
、
入
学

祝
い
金
の
支
給
等
の
施
策

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
施

策
や
制
度
は
、
社
会
の
変

化
に
対
応
し
つ
つ
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
は
、
乳
幼

児
等
医
療
費
給
付
事
業
及

び
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
給
付
事
業
に
つ
い
て
、

所
得
制
限
を
大
幅
に
緩
和

す
る
見
直
し
を
行
い
、
ほ

と
ん
ど
の
子
供
が
給
付
対

象
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

２.

子
育
て
支
援
の
補
助
事

業
に
つ
い
て
　

【
問
】
子
育
て
支
援
策
と

し
て
、
子
宝
祝
金
の
支
給

や
新
生
児
家
庭
支
援
補
助

事
業
な
ど
、
他
の
自
治
体

に
比
し
て
充
実
し
た
補
助

制
度
は
評
価
し
て
い
る
。

平
成
20
年
か
ら
24
年
ま
で

伺
い
た
い
。

【
答
】
高
齢
者
に
対
す
る
交

通
支
援
は
、
公
共
交
通
と
し

て
下
北
交
通
株
式
会
社
が
２

系
統
、
十
和
田
観
光
電
鉄
株

式
会
社
が
３
系
統
運
行
し
て

い
る
も
の
の
、
利
用
客
数
は

年
々
減
少
し
て
お
り
１
便
当

た
り
２
な
い
し
３
名
程
度
の

利
用
で
あ
り
ま
す
。
村
で
は

交
通
弱
者
支
援
の
観
点
か
ら

事
業
者
の
赤
字
に
対
し
年
間

１，
５
０
０
万
円
程
度
の
補
助

金
を
交
付
し
、
路
線
バ
ス
運

行
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
に

対
し
て
、
買
い
物
支
援
な

ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

や
訪
問
調
査
を
約
２
６
０

世
帯
に
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
10
世
帯
の
方
が
交
通

手
段
に
不
便
を
感
じ
て
い

る
と
回
答
し
て
お
り
、
村

と
し
て
も
、
公
共
交
通
に

対
す
る
補
助
、
土
曜
日
の

ス
ワ
ニ
ー
号
の
運
行
、
高

齢
者
無
料
入
浴
送
迎
バ
ス

の
運
行
、
介
護
保
険
対
象

者
に
対
す
る
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
交
通
手

段
の
確
保
に
つ
い
て
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
高
齢
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

一  般  質  問一  般  質  問

【
問
】●
運
転
免
許
証

を
返
納
し
た
高
齢
者

の
交
通
利
便
性
向
上

に
つ
い
て
、何
ら
か
の

施
策
を
講
ず
る
考
え

は
な
い
か
？

【
答
】●
交
通
弱
者
の

支
援
の
観
点
か
ら
、公

共
交
通
の
利
用
者
が

少
な
い
も
の
の
、補
助

金
を
交
付
し
路
線
バ

ス
運
行
維
持
に
努
め

て
い
る
。

鳥
山
　
義
隆 

議
員

【
問
】子
育
て
支
援
の

補
助
制
度
に
つ
い
て
、

無
料
化
に
限
ら
ず
支

給
額
の
増
や
範
囲
拡

大
の
考
え
は
な
い
の

か
？

【
答
】出
生
率
の
向
上

や
定
住
促
進
の
観
点

か
ら「
子
育
て
は
六
ヶ

所
村
で
」と
思
え
る
よ

う
な
施
策
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り

の
検
討
・
実
施
が
適
切
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
学
校
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の

多
様
な
機
能
を
留
意
し
、

新
築
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を

最
大
限
生
か
す
方
策
等

を
、
統
合
す
る
場
合
は
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
示
し
、
学
校
教
育

の
直
接
の
受
益
者
で
あ
る

児
童
生
徒
の
保
護
者
や
将

来
の
受
益
者
で
あ
る
就
学

前
の
子
供
の
保
護
者
の
声

を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
早
急

に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

【
答
】
村
で
は
学
校
の
統

廃
合
に
つ
い
て
、
施
設
の

老
朽
化
及
び
児
童
生
徒
の

減
少
等
に
よ
り
、
子
供
た

ち
が
よ
り
よ
い
教
育
環
境

の
中
で
効
果
的
な
教
育
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地

域
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

も
と
実
施
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
旧
平
沼
小
学

校
と
旧
倉
内
小
学
校
を
統

廃
合
し
、
南
小
学
校
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
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３月定例会の会期中に開催された常任委員会の審議内容をお知らせいたします。

　３月２日委員会を開催し、人材育成基金事

業と尾駮レイクタウン北地区の分譲状況に

ついて各担当課より報告を受けた。

　総務課より進学奨励事業の実績は平成２

７年度の見込みを含め２０１件、金額は１２,

１５０千円。人材育成事業の実績は、８１件

で金額は２２,２１１千円となっており、今後

の方向として、段階的に助成対象事業の見直

しを行うなど、説明があった。

　委員からは、①基金の運用は利回りの良い

方法で行っていくべき②運営委員に団体等

を加え事業の周知に努めるべき③高校進学

奨励金の支給は教育委員会等と連携を図り

実態把握に努めるべき、などの意見が出され

ました。

　企画調整課より分譲状況について、戸建て

住宅用地、商業兼用用地、集合住宅用地等６

３区画が分譲済みであり、販売率は２１．１

４％。宅地購入、住宅建築、子育て世帯等支援

助成など、新聞広告や広報ろっかしょへの掲

載、チラシの作成配布やのぼり設置など、引

き続き販売促進に努める旨、説明があった。

　委員からは、①定住者増のため土地の販売

価格を下げるべき②助成事業のチラシを工

夫すべき③企業などの協力を得て販売を促

進すべき④公平性から同地区以外にも助成

等を検討すべき、などの意見が出されまし

た。

　３月２日委員会を開催し、平成２８年度の

主要事業について各担当課より報告を受け

た。

　農林水産課所管事業は、内子内農山村広場

改修事業や人工魚礁整備事業など２４件。建

設課所管事業は、橋梁維持補修事業や泊焼山

１号線整備事業など１９件。商工観光課所管

事業は、特産品販売施設整備事業など２件。

上下水道課所管事業は、西部浄化センター建

築工事や上水道施設非常用発電機更新事業

など１０件について説明があった。

　委員からは、農林水産課が行う事業に対

し、①村が助成する魚網防汚剤の使用が周辺

環境に影響を与えないか確認すべき②魚礁

の設置は効果があり今後の設置場所は砂場

への整備も検討していくべき③農業の助成

が手薄に感じるため検討すべき、建設課が行

う村道焼山１号線整備事業には、蓋つきの側

溝に整備して拡幅に努めるべき、商工観光課

が行う特産品販売施設事業には、①施設規模

は管理運営方法を決定して決めるべき②費

用対効果等総合的に精査して整備すべき、な

どの意見が出されました。

総務企画常任委員会

産業建設常任委員会

29年度の開設を目指し建設が進む屋内温水プール

委員会レポート委員会レポート

■人材育成基金事業の実施状況と尾駮レイクタウン北地区の分譲状況について審議　

■平成28年度の主要事業について審議
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理事制・組織等を見直し効果的・効率的・スピード感のある行政へ

　去る２月２４日議会全員協議会を開催し、理事制・組織等の見直し（案）について説明を受けました。
　当日は、戸田村長から「むつ小川原開発に伴うエネルギー関連施設の展開など、本村は国内でもまれな自
治体、ますます多様化する行政ニーズの対応は、効果的かつ効率的に業務を進める必要があり、村の実情に
合った組織づくりに努めたい」と挨拶。続いて、総務課長より各課の分掌事務の見直しや理事制の廃止、課
の統廃合、７級制の導入、グループ制の導入などについて、順次説明がありました。
　議員からは、監査委員事務局など併人職員の解消はできないか、見直しによって情報提供が早くなり、効
率的な行政運営を期待する意見や住民の理解を得る上で予算削減の観点からも実施に向けて取り組んでほし
いなどの意見がありました。
　見直しの概要は次のとおり。

福祉教育常任委員会

老朽化が進み整備が検討されている泊中学校

◆　地方分権の進展及び国策への対応に伴い村の責任と役割は、今後ますます増大傾向　
◆　人口減少、高齢化問題、空き家問題に代表されるように行政ニーズの多様化や新たな行政課題への対応
が急務
◆　これらを踏まえ、より効果的かつ効率的にスピード感をもって業務を進めるための体制を構築する必要

見直しの背景

◆　簡素で効率的な組織を目指し、理事制（部門制）の廃止及び課の統廃合を行う
◆　国策の舞台となっている本村は、他町村とは異なる地域事情があり、その抱える業務の性質や責任は重
大であることから、その職務の複雑、困難及び責任の度合いに応じた給料を支給する必要性から行政職給料
表を現行の６級から７級に改正する
◆　適切な業務管理及び複数の職員での協働体制等により、業務の効率化及びスピード化を図るため、係を
統廃合し、グループ制を導入する
◆　総括課長補佐、課長補佐及び係長といった管理職又は管理職に類する職の増加による組織の硬直化を解
消するため、職制の見直しを行う
◆　住民の高齢化等に対応し、行政サービスの利用者の利便性向上を図るため、千歳平地区に役場出張所を
設置する

見直しのポイント

＜平成２９年度実施分＞
課の統廃合（完全実施）
７級制の導入（完全実施）
係制の廃止及びグループ制の導入（完全実施）

＜平成２８年度実施分＞
理事制の廃止（完全実施）
課の統廃合（一部実施）
７級制の導入（総務課長及び学務課長のみ）
係制の廃止及びグループ制の導入（一部実施）
職制の見直し（完全実施）
千歳平地区に出張所を設置（泊、平沼支所に
ついても出張所に改組）

実施スケジュール

委員会レポート委員会レポート

全員協議会全員協議会

　３月３日委員会を開催し、屋内温水プール
の運営方法と泊中学校の整備について各担
当課より報告を受けた。
　社会教育課より温水プールの運営方法は、
平成２８年４月以降に運営検討委員会を立
ち上げ、意見を聞きながら方向付けるなどの
説明があった。
　委員からは、①健康管理などができる指導
者を配置すべき②修繕料が高い外国製のト
レーニング機器ではなく国内メーカーを導
入すべき③管理費節減のためＬＥＤ照明な
どにするべき④医療センターの利活用から、
体の不自由な方々などを考慮した連絡路を
整備すべき⑤運営するスタッフの教育を徹
底すべき、などの意見が出されました。
　学務課より泊中学校の整備については、基
本設計の実施により、防災道路の確保、現有
敷地の狭溢、隣地買収が困難などの理由か
ら、現有地への整備は困難であるとの説明が
ありました。

　委員からは、①地域の方々と相談し適地に
建設を進めるべき②泊小学校の校舎活用も視
野に入れ検討すべき③地域の小学生や未就学
児を持つ父兄の意見を調査すべき④村全体の
課題として、小中学校の統廃合について検討
していくべき、などの意見が出されました。

■屋内温水プールの運営方法と泊中学校の整備について審議

　去る２月２４日議会全員協議会を開催し、理事制・組織等の見直し（案）について説明を受けました。
　当日は、戸田村長から「むつ小川原開発に伴うエネルギー関連施設の展開など、本村は国内でもまれな自



～待望のレスリング道場完成～
　　　　　　　　　　　　　　「夢を求め、六ヶ所からオリンピック選手を」

道場の開設を喜ぶ小原夫妻と北部根性會の皆さん

　去る４月２３日、千歳平地区に待望の村立レスリ

ング道場が開設され、関係者の参加のもと記念式典

が行われました。

　当日は、地元の「六ヶ所レスリングクラブ北部根

性會」の子どもたちも出席。主催者の戸田村長はじ

め来賓として東北防衛局長、議会からは橋本議長や

地元議員が出席し道場の完成を祝いました。道場は

木造平屋建て約２６０平方メートルで、防衛省の補

助事業として建設され、公式マットの設置やシャワ

ールームを完備しています。戸田村長は「スポーツ

を通じて青少年の健全育成と村を支える人材が育つ

ことを期待する」と挨拶。橋本議長は「今日という

日を忘れず、一層の技術向上に努め、将来のオリン

ピック選手が誕生することを期待する」と祝辞を述

べました。記念式典には、八戸市出身のロンドン五輪金メダリストの小原日登美さんと夫の康司さんも

駆けつけ、子どもたちを激励しました。　

千  歳  平
Topics!

（12）第 36号議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE

議
会
だ
よ
り
36
号
を
お
届
け
し
ま
す
。第
４

次
六
ヶ
所
村
総
合
振
興
計
画
を
核
と
し
た

「
暮
ら
し
に
ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
を
担
う
予

算
」
の
一
般
会
計
総
額
１
５
９
億
６
４
０
０

万
円
が
３
月
定
例
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
、

「
公
平
で
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
を
基
本

と
す
る
」重
点
施
策
の
７
項
目
事
業
が
着
手

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
行
政
組
織
の
見
直
し
に
伴
う
、
新

体
制
の
業
務
も
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
村
民
に
と
っ
て
効
果
的
か

つ
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　
さ
て
、本
誌
で
ご
紹
介
を
し
ま
し
た
が
、千

歳
平
地
区
に
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
が
完
成
し
、子

ど
も
た
ち
は
、
小
原
夫
妻
の
技
術
指
導
を
受

け
、
貴
重
な
体
験
に
と
て
も
感
動
し「
細
か
な

指
導
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
。」
な
ど
目
を
輝

か
せ
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。小
原
日
登
美

さ
ん
は
金
メ
ダ
ル
を
披
露
し「
勝
ち
負
け
だ
け

で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
吸
収
し
て
ほ
し

い
。」と
激
励
し
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の「
夢
を
叶
え
る
環
境
づ
く

り
」「
住
み
よ
い
六
ヶ
所
村
」を
作
る
た
め
に
、

意
見
を
出
し
合
い
、
日
頃
か
ら
取
り
組
む
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
感
じ
た
日
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、議
会
事
務
局
職
員

も
局
長
を
除
き
、新
体
制
と
な
り
４
月
早
々

か
ら
慌
し
い
業
務
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。昨

年
に
引
き
続
き
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
広
報
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
私
た
ち
広
報
委
員
会
同
様
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　
　
六
ヶ
所
村
広
報
委
員
会

　
　
　
　
委  

員  

長　

髙　
田　
博　
光

　
　
　
　
副
委
員
長　
寺　
下　
和　
光

　
　
　
　
委　
　
員　
高　
橋　
文　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥　
山　
義　
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋　
本　
　
　
竜

日　程 月　日 曜 区　　　分 会　　　議　　　内　　　容

６月定例会会期日程（案）

６月２日

６月３日

６月４日

６月５日

６月６日

６月７日

６月８日

６月９日

開会、提出議案上程・説明、委員会付託

一般質問

常任委員会※１

常任委員会・特別委員会※１

議案審議

議案審議・委員長報告・閉会

第１日目

第２日目

第３日目

第４日目

第５日目

第６日目

第７日目

第８日目

本会議（午前10時）

本会議（午前10時）

休日休会

休日休会

休会

休会

本会議（午前10時）

本会議（午前10時）

木

金

土

日

月

火

水

木

議会を監視するのは『あなた』です。
３月定例会の傍聴人は46人でした。
あなたも議会の傍聴をしませんか。
傍聴は村政を知る良い機会です。

定例会は、３月、６月、９月、12月の
年４回開催されます。
臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局 72－2111（内線411または412）
へお尋ねください。

議会
傍聴

…
… 

編 

集 

後 

記 

…
…

※１　各委員会の開催時間等は決まり次第、HPでお知らせします。【議会の日程は変更されることがあります】　


	議会だより36号01
	議会だより36号02
	議会だより36号03
	議会だより36号04
	議会だより36号05
	議会だより36号06
	議会だより36号07
	議会だより36号08
	議会だより36号09
	議会だより36号10
	議会だより36号11
	議会だより36号12

